
加賀市共生農業推進協議会規約 

（名 称） 

第１条  本会は、加賀市共生農業推進協議会（以下「協議会」という）と称する。 

（目 的） 

第２条  本協議会は、ラムサール条約湿地の片野鴨池などに飛来する水鳥が餌場とする

周辺水田の環境を守るため、化学合成農薬および化学肥料の使用を抑え、自然

界の生きものとの共生を図る農業（以下「共生農業」という）を推進すること

を目的とする。あわせて、共生農業により生産された農産物のイメージアップ

に取り組むことにより、農家の生産意欲向上を図ることも目的とする。 

（事 業） 

第３条  本協議会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

(１) 共生農業の推進に関すること 

(２) 農産物のイメージアップに関すること 

（組 織） 

第４条  本協議会は、学識経験者、自然保護団体の代表、生産農家グループの代表等で

構成する。 

（役 員） 

第５条  本協議会に会長および副会長を置く。 

（役員の職務） 

第６条  会長は本協議会を代表し、会務を統括する。 

２  副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代行する。 

（役員の任期） 

第７条  会長および副会長の任期は２年以内とする。ただし、再任を妨げない。 

（会 議） 

第８条  本協議会の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

  ２  会議の議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

  ３  会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求めるこ

とができる。 

  ４  委員はやむを得ない理由があるときは、会長の同意を得て、代理人を出席させ

ることができる。この場合、当該委員と同一の権限を付与するものとする。 

（庶 務） 

第９条  本協議会の庶務は、大聖寺下福田町生産組合内あぢの郷米部会において処理す

る。 

（その他） 

第１０条 この規約に定めるもののほか、本協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

附則 

この規約は平成２８年９月１３日から施行する。 



共生宣言制度 事務手続の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①共生宣言申請書を提出          4月中旬 

提出書類 

・共生宣言申請書（様式第１号） 

・ 〃  栽培計画書（様式第２号）   

 ・ 〃  ほ場一覧表、ほ場位置図（様式第３号） 

・ 〃  チェック表（様式第４号） 

・石川県エコ農業者、エコ推進団体認定書（写） 

②栽培計画の審査             5月上旬 

・決定（登録）、通知 

③栽培開始              5月上旬～ 

栽培・ほ場表示板の設置・生きもの共生策を実施 

 

⑤協議会の開催           8月上旬 

・現地調査結果の報告 

・「宣言確認書」の交付 

④現地調査                        6月～7月 

 ・現地調査班による現地調査   

⑥栽培結果の報告            9月上旬 

提出書類 

・共生宣言栽培管理記録報告書 

および宣言マークシール申込書（様式第５号） 

・共生宣言栽培管理記録書（様式第６号） 

⑨販売実績の報告             販売終了後 

提出書類 

・共生宣言農産物販売実績報告書（様式第７号） 

・ 〃  出荷記録書（様式第８号） 

⑧出荷・販売              9月下旬 

・宣言マークシールの貼付け 

⑦栽培管理記録の確認        9月中旬 

・栽培管理記録の確認 

・「宣言マークシール」の交付 

申請者 加賀市共生農業推進協議会 

⑩協議会の開催             12月上旬 

・販売実績報告書の確認 

・基準、運営等の振り返り 

・翌年度の栽培予定の確認 

 

 


